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（単位：円）

今後の方向性 今までの調査結果を踏まえ、引き続き来年度も研究を進める。
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業
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･
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事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

学生へのアンケート調査対象を上田市内の４つの
大学等に増やし意識調査を行うとともに、８つの企
業を対象に、若者の定住・就業に対する考え方等
について聞き取り調査を行った。
また、アンケート調査と聞き取り調査の報告会と意
見交換会を計２回行った。
成果物として調査結果等をまとめた報告書と電子
媒体が納品された。

若者の定住・就業に係る４つの大学等
の学生の意識と企業の考え方の調査
結果がまとめられた。これをもとに関係
機関による意見交換が行われた。

1,295,000

1,295,000

成果目標
（成果指標）

市町村と連携し、人口減少に歯止めをかける。

計画（実績）額

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容

若者の定住・就業促進策の
研究委託

学生へアンケート調査
企業へのヒアリング調査
調査結果報告会及び意見交
換会
報告書の作成

合　　　　　　計

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

当地域の特徴である大学等の集積を活かした若者に対する魅力ある街づくり

現 状 と
課 題

若年層の転出超過が著しく、魅力ある働く場の確保が大きな課題。また、首都圏からの良好な
アクセスという立地条件や地域の大学等教育機関を活かした定住・就業施策の推進が必要。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

上田地域内の大学等と協働して、若者の定住・就業を促進するために必要な支援策や環境整
備等について研究する。

昨年度の委託事業の調査結果から見えてくる課題をふまえて引き続き長野大学とも協議し、今
年度以降の検討の方向性や支援策の検討方法を含めてさらに深堀りして研究を進める。

事業期間 平成30年７月 平成31年３月

実 施 機 関 上田地域振興局 担
当
課

企画振興課、商工観光課

事 業 名 若者の定住・就業促進策の研究
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